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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第20期

第１四半期
連結累計期間

第21期
第１四半期
連結累計期間

第20期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成27年４月１日
至平成27年６月30日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 （千円） 222,708 251,637 1,031,022

経常利益 （千円） 15,386 27,115 181,004

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 9,429 17,666 108,844

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 9,493 20,539 101,220

純資産額 （千円） 866,001 955,736 963,482

総資産額 （千円） 1,046,147 1,140,732 1,169,275

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 4.97 9.03 56.33

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 4.67 8.77 54.02

自己資本比率 （％） 78.8 80.3 79.0

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 41,873 △2,520 131,720

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △1,504 △5,669 △25,550

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △7,490 △21,352 △8,712

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 574,950 609,985 639,528

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、

主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであり

ます。

　なお、当第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日～平成27年６月30日）におけるわが国の経済は、政府の経済政策

や金融政策の効果などを受け、雇用情勢や景気の先行きの見通しに改善の動きがみられる一方で、輸入原材料の価

格上昇や消費税引き上げの影響を受け、設備投資などに慎重な産業もみられます。

　このような状況の下、当社グループは、“メールアプリケーションソフトのエイジア”から、“eコマースの売

上UPソリューション（アプリケーションソフトと関連サービスの組み合わせたもの）を世界に提供するエイジア”

へ事業領域を拡大し、売上・利益の増大を図るべく、当連結会計年度は、以下の施策に重点的に取り組んでおりま

す。

 

①BtoC型企業向けのマーケティングオートメーションの製品開発とブランディング

　平成28年3月期においては、BtoC型企業向けのマーケティングオートメーションを核としたマーケティングプ

ラットフォームの構築とそのブランディングに経営資源を集中的に配分し、「複雑化したデジタルマーケティン

グを世界一カンタンに、確実に！」というコンセプトの実現を目指した、「WEBCAS」シリーズの新製品「WEBCAS

マーケティングオートメーション（仮称）」の開発とBtoC企業向けのマーケティングプラットフォームとしての

ブランドを強化する方針です。

 

②クラウドサービス（ASP・SaaS）※1の強化

　成長のために必要な投資を維持・強化し、事業領域の拡大に伴い発生するリスクに耐えうる収益力を確保する

ため、アプリケーション事業において、利益率と売上継続性（ストック性）の高いクラウドサービスの販売増強

に引き続き注力しています。

　平成27年５月11日には、スマートフォンやフィーチャーフォンなどの“携帯電話番号”を宛先としてショート

メッセージ（SMS）を配信できる、SMS配信システム「WEBCAS SMS」※2を発売開始いたしました。

　また、必要な機能だけを盛り込んだシンプルなCRMシステム「WEBCAS CRM」※3を開発し同日発売開始いたしま

した。

　これらの取り組みの結果、クラウドサービスの外部顧客への売上高は27,269千円（前年同四半期比22.5％増）

増加いたしました。アプリケーション事業全体については、後述セグメントの業績をご参照ください。

(単位：千円)

 
平成26年３月期

第１四半期

平成27年３月期

第１四半期

平成28年３月期

第１四半期

クラウドサービス売上高 113,960 121,004 148,274

前期比増減額 ＋9,950 ＋7,043 ＋27,269

前期比増減率 ＋9.6％ ＋6.2％ ＋22.5％
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③コンサルティング力の強化

　平成25年10月に子会社化した、マーケティングコンサルティングやメールコンテンツ制作事業を営む株式会社

FUCAとの連携を密にし、アプリケーション事業との相乗効果の高い案件の受注に注力し確実に成果がでてきてお

ります。株式会社FUCAと協力して推進したコンサルティングサービス売上高は以下の通りです。

(単位：千円)

 
平成26年３月期

第１四半期

平成27年３月期

第１四半期

平成28年３月期

第１四半期

コンサルティングサービス売上高 3,295 18,368 25,840

前期比増減額 ＋1,785 ＋15,073 ＋7,472

前期比増減率 ＋118.2％ ＋457.4％ ＋40.7％

 

　これらの取り組みの結果、当第１四半期連結累計期間においては、売上高251,637千円(前年同四半期比13.0％

増)、営業利益25,607千円(前年同四半期比74.9％増)、経常利益27,115千円(前年同四半期比76.2％増)、親会社株

主に帰属する四半期純利益17,666千円(前年同四半期比87.4％増)となりました。

 

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

①アプリケーション事業

主力のメールアプリケーションソフトの分野においては、利益率や売上継続性の高いクラウドサービスの販売

強化に努めました。

平成27年５月には「WEBCAS SMS」※2「WEBCAS CRM」※3の発売を開始し、また、WEBCASシリーズの導入企業数

が2,500社を超えることができました。

これらの取り組みの結果、アプリケーション事業の外部顧客への売上高は210,901千円（前年同四半期比

16.0％増）、売上高総利益率70.7％（前年同四半期比＋6.6ポイント）となりました。

 

②サービスソリューション事業

　アプリケーション事業の拡大に資する受託開発案件及びその保守業務、デザイン、eコマースサイト構築業

務、マーケティングコンサルティング、メールコンテンツ提供サービスを中心に展開しております。平成25年10

月に子会社化した株式会社FUCAと協力し、コンサルティングサービスの受注に注力し新規案件の獲得に向けた活

動をした結果、コンサルティングサービスの売上高は増加いたしました。一方、受託開発案件の対応は最小限に

して、エンジニアリソースは「WEBCAS マーケティングオートメーション（仮称）」の開発に注力した結果、受

託開発案件及びそれに付随するデザインの売上高は減少いたしました。

　これらの取り組みの結果、サービスソリューション事業の外部顧客への売上高は40,736千円（前年同四半期比

0.6％減）、売上高総利益率9.2％（前年同四半期比－27.9ポイント）となりました。

 

セグメント別売上高及び売上高総利益率

 

平成27年３月期

第１四半期連結累計期間

平成28年３月期

第１四半期連結累計期間

金額・利益率 構成比 金額・利益率 構成比

アプリケーション事業
売上高（千円） 181,744 81.6％ 210,901 83.8％

売上高総利益率 64.2％ － 70.7％ －

サービスソリューション事業
売上高（千円） 40,964 18.4％ 40,736 16.2％

売上高総利益率 37.1％ － 9.2％ －

合計
売上高（千円） 222,708 100.0％ 251,637 100.0％

売上高総利益率 59.2％ － 60.8％ －

 

※１　クラウドサービス（ASP・SaaS）

　ソフトウェア提供者（この場合、当社グループ）が管理するサーバー上で稼動しているソフトウェアを、ユー

ザー企業がインターネット経由でサービスとして利用する形態。ユーザー企業は、サーバー・ソフトウェアの管理

やライセンス費用の負担なく、毎月の使用料を支払うことで、比較的安価な利用が可能となります。

 

※２　WEBCAS SMS
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　「WEBCAS SMS」は、企業が顧客に対してSMSを配信できるメッセージングソリューションです。SMSの大量一斉配

信はもとより、配信したメールがエラーになってしまう顧客だけに「登録再通知メール」を送りメルマガ再登録を

促したり、顧客の会員登録状況・行動履歴に応じた各種リマインドを送ったりなど、きめこまかいセグメント配信

にも活用できます。SMS配信後は、SMSに記載したURLのクリック率、コンバージョン（目的達成）率も計測するこ

とが可能です。

 

※３　WEBCAS CRM

「WEBCAS CRM」は、顧客データベースの作成・運用からWeb登録フォームの作成、メール配信、SMS（ショート

メッセージサービス）配信、そしてWebアンケートの作成まで行えるクラウド型のマーケティングプラットフォー

ムです。顧客とのコミュニケーション業務に必要な機能のみに絞り、「シンプルで誰でもすぐに使えるCRMシステ

ム」をコンセプトに開発しました。豊富なテンプレートを用意しているためデータベースやWebアンケートを簡単

に作成できることはもちろん、顧客データベースを活用したOne to Oneメール配信やステップメール配信が行える

など、本格的なCRMを手軽に実現できます。

 

(2)財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて28,543千円減少し、1,140,732千円(前連結

会計年度末比2.4％減)となりました。

　流動資産は、前連結会計年度末に比べ現金及び預金が29,542千円、売掛金が10,974千円それぞれ減少したことに

より35,160千円減少いたしました。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ無形固定資産が2,189千円減少した一方で、有形固定資産が2,211千円、投

資その他の資産が6,595千円それぞれ増加したことにより6,617千円増加いたしました。

　当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて20,797千円減少し、184,995千円(前連結

会計年度末比10.1％減)となりました。

　流動負債は、前連結会計年度末に比べ前受収益が22,225千円増加した一方で、未払法人税等が34,876千円減少し

たことにより20,697千円減少いたしました。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べ長期前受収益が105千円減少したことにより、100千円減少いたしました。

　当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ7,745千円減少し、955,736千円(前連結

会計年度末比0.8％減)となりました。これは、主に親会社株主に帰属する四半期純利益17,666千円を計上した一方

で、剰余金の配当29,337千円を行ったことによるものであります。

 

(3)キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物残高（以下、「資金」という）は、前連結会計年度末

に比べて29,542千円減少し、609,985千円(前連結会計年度末比4.6％減)となりました。各キャッシュ・フローの状

況と主な発生要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結累計期間において営業活動の結果支払われた資金は、2,520千円(前年同四半期連結累計期間に

営業活動の結果得られた資金41,873千円)となりました。主な資金増加要因は、税金等調整前四半期純利益27,115

千円によるものであり、主な資金減少要因は、法人税等の支払額42,402千円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結累計期間において投資活動の結果支払われた資金は、5,669千円(前年同四半期連結累計期間に

投資活動の結果支払われた資金1,504千円)となりました。主な資金減少要因は、有形固定資産の取得による支出

5,069千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結累計期間において財務活動の結果支払われた資金は、21,352千円(前年同四半期連結累計期間

に財務活動の結果支払われた資金7,490千円)となりました。主な資金減少要因は、配当金の支払額22,404千円によ

るものであります。

 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5)研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間における研究開発費の総額は、16,077千円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 9,252,000

計 9,252,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成27年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,326,200 2,326,200
東京証券取引所

マザーズ

単元株式数

100株

計 2,326,200 2,326,200 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成27年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成27年４月１日～
平成27年６月30日

－ 2,326,200 － 322,420 － 697

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　365,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　1,959,900 19,599 －

単元未満株式 普通株式　　　　700 －
一単元（100株）

未満の株式

発行済株式総数 2,326,200 － －

総株主の議決権 － 19,599 －

 

②【自己株式等】

平成27年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社エイジア
東京都品川区西五反田

七丁目21番１号
365,600 － 365,600 15.72

計 － 365,600 － 365,600 15.72

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 839,528 809,985

売掛金 134,638 123,664

仕掛品 5,765 8,330

繰延税金資産 12,662 7,667

その他 27,876 35,663

流動資産合計 1,020,472 985,311

固定資産   

有形固定資産 41,236 43,447

無形固定資産   

のれん 9,041 8,399

その他 18,744 17,197

無形固定資産合計 27,786 25,596

投資その他の資産   

投資有価証券 38,725 43,190

繰延税金資産 20,349 21,827

その他 20,705 21,357

投資その他の資産合計 79,780 86,376

固定資産合計 148,803 155,420

資産合計 1,169,275 1,140,732

負債の部   

流動負債   

買掛金 5,941 2,470

未払法人税等 44,238 9,362

前受収益 51,183 73,408

賞与引当金 22,177 15,987

その他 73,778 75,393

流動負債合計 197,319 176,622

固定負債   

長期前受収益 420 315

繰延税金負債 84 81

資産除去債務 7,969 7,976

固定負債合計 8,473 8,372

負債合計 205,793 184,995

純資産の部   

株主資本   

資本金 322,420 322,420

資本剰余金 269,045 269,719

利益剰余金 388,201 376,530

自己株式 △60,807 △60,019

株主資本合計 918,859 908,650

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4,459 7,875

その他の包括利益累計額合計 4,459 7,875

新株予約権 33,510 33,100

非支配株主持分 6,652 6,109

純資産合計 963,482 955,736

負債純資産合計 1,169,275 1,140,732
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 222,708 251,637

売上原価 90,886 98,697

売上総利益 131,822 152,940

販売費及び一般管理費 117,179 127,332

営業利益 14,643 25,607

営業外収益   

受取利息 7 7

受取配当金 538 4

未払配当金除斥益 396 242

助成金収入 - 1,771

その他 40 66

営業外収益合計 981 2,090

営業外費用   

為替差損 1 -

持分法による投資損失 236 583

その他 1 -

営業外費用合計 238 583

経常利益 15,386 27,115

税金等調整前四半期純利益 15,386 27,115

法人税、住民税及び事業税 1,406 8,109

法人税等調整額 4,048 1,881

法人税等合計 5,454 9,991

四半期純利益 9,931 17,124

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
502 △542

親会社株主に帰属する四半期純利益 9,429 17,666
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

四半期純利益 9,931 17,124

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △438 3,415

その他の包括利益合計 △438 3,415

四半期包括利益 9,493 20,539

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 8,990 21,082

非支配株主に係る四半期包括利益 502 △542
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 15,386 27,115

減価償却費 4,110 4,545

のれん償却額 642 642

貸倒引当金の増減額（△は減少） △8 -

賞与引当金の増減額（△は減少） △6,663 △6,190

受取利息及び受取配当金 △545 △11

助成金収入 - △1,771

持分法による投資損益（△は益） 236 583

売上債権の増減額（△は増加） 42,995 10,974

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,919 △2,564

仕入債務の増減額（△は減少） △3,485 △3,470

その他の流動資産の増減額（△は増加） △9,125 △7,741

その他の固定資産の増減額（△は増加） 625 △51

その他の流動負債の増減額（△は減少） 45,341 16,138

その他の固定負債の増減額（△は減少） △200 △105

その他 12 7

小計 86,401 38,099

利息及び配当金の受取額 545 11

助成金の受取額 - 1,771

法人税等の支払額 △45,073 △42,402

営業活動によるキャッシュ・フロー 41,873 △2,520

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,319 △5,069

無形固定資産の取得による支出 △238 -

差入保証金の差入による支出 - △600

差入保証金の回収による収入 53 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,504 △5,669

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の処分による収入 11,725 1,051

配当金の支払額 △19,215 △22,404

財務活動によるキャッシュ・フロー △7,490 △21,352

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 32,878 △29,542

現金及び現金同等物の期首残高 542,071 639,528

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 574,950 ※ 609,985
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する

当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用

として計上する方法に変更いたしました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合につ

いては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の

四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持

分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結

累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項

（４）及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計

期間の期首時点から将来にわたって適用しております。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日）

現金及び預金勘定 774,950千円 809,985千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △200,000 △200,000

現金及び現金同等物 574,950 609,985

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 26,437 14 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月25日

定時株主総会
普通株式 29,337 15 平成27年３月31日 平成27年６月26日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 

アプリケーション
事業

サービスソリュー
ション事業

売上高    

外部顧客への売上高 181,744 40,964 222,708

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 181,744 40,964 222,708

セグメント利益 61,929 7,741 69,670

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 69,670

全社費用（注） △55,027

四半期連結損益計算書の営業利益 14,643

　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 

アプリケーション
事業

サービスソリュー
ション事業

売上高    

外部顧客への売上高 210,901 40,736 251,637

セグメント間の内部売上高又は振替高 40 － 40

計 210,941 40,736 251,677

セグメント利益又は損失（△） 89,620 △7,985 81,634

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 81,634

全社費用（注） △56,026

四半期連結損益計算書の営業利益 25,607

　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社エイジア(E05513)

四半期報告書

15/18



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 4円97銭 9円03銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
9,429 17,666

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
9,429 17,666

普通株式の期中平均株式数（株） 1,897,486 1,956,802

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 4円67銭 8円77銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） 120,064 58,172

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年８月13日

株式会社エイジア

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 山本　哲也　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 柳沼　聖一　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エイジ

アの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平成

27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エイジア及び連結子会社の平成27年６月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　(注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　 　２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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